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	島根県立平田高等学校
	令和8年9月発行
	はじめに
	１年生　　
	　　6月には、DXハイスクールの取組の一環で、アンジェ21の講師を招

	３年生　　
	　　　　　　　　　　　　　　自身のPRのプレゼンが課されることもあります。これまでの総探で積み


	２年生　　
	　「地域」「医療-福祉」「教育-保育」「食品-栄養」の4分野
	に分かれ、さらに3～4名の班を形成して班ごとにテーマを
	決めて課題解決のための探究活動に取り組んでいます。
	　〈今年度のキーワード例〉
	　一式飾り、柿、フードドライブ、就農、地域交流の場、
	　高齢者の孤立防止、認知症の予防、スマホ相談会、
	　生活習慣病予防、ストレス解消、運動不足解消、
	　箸の持ち方、給食の残飯、子どもの視力低下・金銭感覚　などなど
	　2年生の総探は、自らテーマを設定するため多様なキーワードが挙がってきます。校内にとどまっていては、調査や実践が足りないことが多々あります。そこで、2年生は積極的に地域に飛び出し、地域のさまざまな分野の方や施設等に協力を仰ぎながら活動を進めています。
	　協力を依頼するための電話も、生徒が学校の電話を使ってかけ、自分たちで連絡調整をしています。生徒の中には、固定電話を使うのが初めての人も。さまざまな都合で依頼を断られてしまうことも当然あります。不慣れで拙い説明になってしまう場面も珍しくなく、依頼先の地域の皆様にはご迷惑をおかけしているところもあるかと思います。改めて、日ごろからのご理解とご協力に感謝申し上げます。うまくいかない経験も含めてすべての経過が生徒にとっては学びとなります。テーマに関する気づきや理解の深まりだけでなく、活動の過程での試行錯誤からも得るものがありますので、引き続きよろしくお願い申し上げます。
	【毎週水曜日は総探活動日】
	　水曜日の６、７限目に総探をおこなっています。灘分・国富・出東の各コミセン、平田本町商店街等の方々が、毎週の「総探」の時間に教室を回ってくださり、「地域と一緒にこういうことをやってみたい」という生徒の相談に乗っていただいています。
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　【テーマ発表会】
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6月17日には、島根県立大学と島根大学の先生方を招いて、　　　　　　　　　　　　　　
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　テーマと計画を発表しました。普段相談している大人とは一味
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　違う鋭い質問や助言をいただきました。テーマや活動の計画を
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　修正しながら、7月以降は精力的に活動を進めています。
	【今後の予定】
	　2年生は9月に校内で中間発表を行い、10月の研修旅行では訪問先の大学にて中間発表を行います。
	　その後も、各所でイベントをおこなったりアンケートを実施したりする計画ですので、平高生による活動を見かけた際には、ぜひご参加・ご協力いただけると嬉しいです。
	　また、最終発表は2月を予定しています。
	夏休み中にも地域の各施設において多くの協力をいただき ました。ご協力くださった皆様、ありがとうございました。
	令和7年度ひらこうフォーラム講演会
	　生徒発表の動画はこちら
	ひらこうインスタグラムは
	こちら
	平田高校では、毎年３月に総合的な
	探究の時間の成果発表会を平田文化
	館にて開催しています。昨年度の代
	表４班の様子は左のQRコードからご
	視聴できます。ぜひご覧ください。
	その他、さまざまな活動をインスタ
	グラムからも発信していますので、
	フォローしてみませんか？



